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新型コロナウイルス感染症(COVID-19)によるパンデミック

下の刑事司法制度と犯罪被害者支援:イギリスで最初の

ロックダウン後に生じた影響を手がかりに

吉 村 真 性

1 :はじめに

2019年に発見された新型コロナウイルス(“COVID-19" : 以下、 便宜上、

単に「コロナ」と|略す場合がある)は\ 翌年の2020年から歴史的とも言

えるパンデミック(Pandemic)を引き起 こし、 世界中で猛威を振るう こ

ととなった。 このパンデミックは、 本稿の執筆中も依然として終息してお

らず、 世界中で我 々 の社会生活を一変させている。 目下のと ころ、 コロナ

対策が世界共通の関心事となった。 そして、 新しい生活様式として、 これ

まで 講じていなかったような感染予防策を日常に取り入れざる得ない

「ニュー ・ ノーマル(New Normal) Jと称される生活が常態化する ことと

なった。 本稿は、 こうした大きな社会情勢の変化が刑事司法制度と犯罪被

害者・ 遺族等(以下では便宜上、「被害者」と略す場合がある)支援にも

たらした影響と課題について検討するものである。 後述するように、 イギ

リスでパンデミック対策として実施された都市封鎖としてのロックダウン

1 WHO (World Health Orga口ization) が、 2020年2月11 日 に COVID-19"を命名

し た 。 https:/ /www.who.int/emergencies/ diseases/ novel-coronavirus-20 19/ 

technical-guidance/naming-the-coronavirus-disease- (covid-2019 )  -and-the-vi­

rus-that-causes-it (Last Accessed 10 ]an. 202 1 ) .  
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論 説

(Lockdown) は刑事司法制度と犯罪被害者の支援活動に弊害をもたらした。

そ こで本稿は、 イギ リス(イングランド ・ ウエールズ)で犯罪被害者支

援を行っている慈善団体の“Victim Support" (以下、 本稿 で、は便宜上“VS"

と111各す;場合がある)が直面したコロナ ・ パンデミックによる影響と課題を

分析し、 これを手がかりに日本への示唆を探る。 なお、 VSは、 1974年に

イ ギ リスの南西部にあるブ リストルで設立され、 その後全国に拡大し1987

年には慈善団体として登録された支援団体である。 そして、 これまで証人

サービスを通した法廷に出席する人 々 へのサポート、 被害者の権利のため

のキャンペーン、 他の機関のスタッフの研修、 及びコンサルテイングサー

ビスの提供等を行ってきた20

本研究に着手した背景には、 両国間に共通する状況も見られる ことにあ

る。 例えば、 後述するイギ リスの状況と同様に、 日本でも当初Jはコロナ禍

の影響で公判期日の延期が相次いだ。 こうした延期は裁判員裁判でも相次

ぐ こととなり、 被告人の勾留の長期化や証人の記憶の低下が生じないか懸

念された。 但し一方で、 その解決策として刑事事件の審理等を全面的に遠

隔化する ことには、 人権上の問題と課題がある3。 また、 日本ではイ ギ リ

スのようなロックダウンは行われなかったものの、 行動制限等により、 社

会も司法も影響を受けた点 で、共通する課題があるように思われるため、

VSの調査報告の成果から得られる示唆は大きいであろう。 さらに、 こう

2 Peter Dunn. Victim Support in the UK- Its history and current work. 23RD 

INTERNATIONAL SENIOR SEMINAR VISITING EXPERTS' PAPERS at 

93 ま た 、 VSのホームページ上でも掲載されて いる。 https://www.victimsup­

port.org.uk/more-us/about-us/history (Last Access巴d 7 ]an 202 1 )  

3 円本で発出され た 緊急事態宣 言と諸外国で採られた ロ ッ ク ダウ ン に 伴う措置

の遣 い に つ い ては、 デジタル朝日2020年4月 7 1二I I緊急事態宣言で、生活どう変

わる? ロ ッ ク ダウ ン とは述うJ https://digital .asahi.com/articles/ASN467T-

2]N46UTFK02C .html?iref=pc_ss_date_article (2020年 1 2)J1 5EI 最終確認) 。 さ

らに、 IU本版 ロ ッ ク ダウ ン の限界」日経ビジネス2037号(2020年) 1 2頁以下。

ま た 、 円本での裁判延期jの問題は、 次の記事で触れられて いる。 朝日新聞2020

年5月25 [1 I (社説) 滞る裁判 使命 に 応える工夫をJ lWHIJ 6 面。
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新型コロナウイルス感染症(ω\'10.191によるパ/デ:ック下町刑事司法制度と犯罪世害者支援 イギ')7-で最初のロックダウン徒1:生じたl濯を手がかりに

した調査を分析する意義は、 今後の同様の事態が生じた場合に備えて、 パ

ンデミック下での被害者支援策の教訓になる点にもある。

さて本稿は、 定年退職を迎える ことになった，恩師の福島至教授の退職記

念として執筆したものである。 かつて筆者が大学院修士課程の院生の時期

に、 イ ギリスのVS発祥の地でもあるブリストルで1999年から在外研究さ

れていた福島教授が日本へ帰国され、 イ ギリスの民間支援団体である

“Victim Support"の存在をご教示頂いた こと思い 出す。 福島教授は、 その

後の論文の中でもVSについて度 々 言及されている40

本稿は、 イギリスの被害者支援を担ってきたVSがロックダウン下で経

験した被害者支援の課題を整理した上で、 1:1本の被害者支援のあり方を検

討する研究である。 とりわけ、 2020年3月に行われた最初のロックダウン

以降に生じた変化に焦点を当てる ことで、 初期に生じた混乱に伴う刑事司

法制度への影響と、 その利害関係者たる犯罪被害者等を取り巻く支援活動

への影響を把握する ことができると考える。

2 :“Victim Support (VS)"の活動

VSは、 従前から日本の被害者支援政策の議論においても、 イギリスで

最大の被害者支援組織として注目されてきた5。 その活動は多 岐に渡り、

具体的には①被害者への相談や情報提供といった危機介入、 ②長期的援助

として家庭内暴力(Domestic Violence)・ 性暴力被害者・ 殺人被害者遺

4 初島至「犯罪被害者意見陳述制度の検討」刑法雑誌42巻l号 (2002年 ) 86頁。

福島雫「矯正 ・ 保護 に おける犯罪被害者支援のあ りかた 」矯正講座30号 (201 0

年) 2 頁。 福島至「国際榊l イ ギリス刑事司法研究とNGO活動J 刑法雑誌4 1巻

3 号 (2002年) 454頁。

5 2003 年 1 1月 に 実施 された第二東京弁護士会の犯罪被害者支援セ ン ターの委員

らの調査があ る。 柴田未来「 イ ギリスの犯罪被害者支援II，IJ度」二弁 フ ロ ン ティ

ア26号 (2004年) 2 頁以下。
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族・ へイト ・ クライムの被害者ω等に対する専門的訓練を受けた相談員の支

援、 ③付添サービスとして、 希望があれば裁判所・ 病院 ・ 警察署・ 社会保

障機関等へ同行する こと、 ④犯罪被害者補償制度の申請 手続と不服申立の

補助、 ⑤保険 ・ 社会保障、 住宅問題等への情報提供や助言、 ⑥被害者の住

居や個人資産に対する犯罪防止の助言、 ￠他の機関との連絡等の援助、 及

び⑧犯罪被害者支援のための啓蒙活動等まで、を行ってきた60

さらに今日、 後述するようにその活動方法は、 電話、 電子メールのみな

らず、 ライブチャットや"My Support Speace"といった新たなオンライン

上での方策にまで及 ん でいる。 “My Support Space"の扱うトピックは、

トラウマ、 睡眠、 感情といったトピックまでも扱う7。 直近のものとして、

VSによる2019年度の年次報告書においても、 こうしたトピックは司法プ

ロセスが停止したパンデミックの初期に一層重要なものであったと指摘し

ている8。

VSは、 政府、 警察、 地 方自治体、 及び刑事司法制度から独立した慈善

団体として存在してきた9。 また従前から、 VSはイギ リス最大の被害者支

援組織として多 くの支部を有してきた凡 なお、 直近の資料として2019年

度は3760万 ポンドの収入があった110 VSの活動についても、 2019年度は約

73万人に対してVSの情報と支援が提供され、 そのうち1500人近い殺人等

6 奥村正雄「イギリス に おける犯罪被害者支援の現状と課題- Victim Support 

の活動を中心に-J自治体学研究88号 ( 2004年) 66頁。

7 Victim Support "My Support Speace". https://www.mysupportspace.org 

uk/ #:- :tex t= M y%20S u p port%20S pace%20is%20an %200n line%20resou rce%20 

designed.your%200wn%20time%20and%20at%20your%200wn%20pace. (Last 

Accessed 10 ]an. 202 1 ) .  

8 Victim Suport. "20 19-20 ANNUAL REPORT & AccouN'rs" at 4 

9 fd.at 27 

10 柴田未来「ヒューマ ン ラ イ ツ& ロ ー イギリスの犯罪被害者支援制度j二弁

フ ロ ン ティ ア26号 ( 2004年) 3 頁。

1 1  Victim Support. supra note 8. at 24 
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新型コロナウイルス感染症ICO\IO-1引によるパノデミック干の刑事司法制度と担罪匝害者支援 イギリスで最初のロァクFウン佐に生じた草署を手がかり1:

の遺族にも支援が行われた120

3 :パンデミック下におけるイギリスの刑事司法制度と“Victim
Support"の状況

( 1 )ロックダウンの実施に伴う司法への影響(fハックログj問題)

イ ギ リスでは2020年1月にCODID-19による最初の感染者が報じられた

ものの、 初めて外出禁止等のロックダウンに踏み切ったのは、 同年3月23

日であった13。 ロックダウンに伴う社会的影響は、 司法制度にも及び、 刑

事手続の公判も停止されることとなった140 なお、 2020年11月にイギ リス

政府はiC OVID-19冬期計画感染予防」に取り組 ん だものの、 しばらく

ロ ックダウンの解除と再開が繰り返されることとなった150

とりわけ注目すべき点として2020年 5月の報道によれば、ほとんどの民

事裁判ではロックダウン中には物理的距離を取るためにビデオ リンクを介

12 Jd. at 1 1 . 

13 March 23. 2020. Guardian (UK) ， "UK lockdown: what are tbe new coronavト

rus restrictions?". 2020 WLNR 8517795. 

14 Racbel Alm巴ida. Crime and Covid-1 9: How victims and survivors bave been 

impacted by tbe pandemic ， Victim Support (2020) . at 6 (Table 1) . 

15 202 1 年 1 月 に は 再び 3 度目の ロッ ク ダウ ン が行 われることなった 。 202 1 年 1

月5日のIndependent (UK) 紙の報道 に よれば、 ジョ ン ソ ン (Boris ]ohnson) 

首相は 、 コ ロ ナウイルスの新 しい 変異は 、 急速 に 全国 に 広がって い た と述べた

上で 、 イ ン グラ ン ド内の病院で は CODID- 1 9 に 感染した 患者数が先週だけで 約

2万7千人となり、 3 分の l近く に 増加した ことを挙げながら、 差し当た り2

月中旬 ま でを目処として 、 再び国を封鎖する決定を下した 。 202 1 年 1 月1日の

新 た な確定症例数も5万8.784人と過去最高を記録した 。 同時 に 、 英国の最高医

療責任者は 、 CODID- 1 9の瞥戒レベルを初めて 4から5 に 引き上げる ことで 合

意し、 2 1 日以内 に 医療サービスが過剰 に なる危険性を示した 。

]anuary 5. 202 1 .  Independent (UK) "]ohnson announces new lockdown level 

for England"， 2021 WLNR 277233 イギリス政府の"COVID-1 9 WINTER PLAN' 

(2020 ) に つ い て は 、 以下のURL に て 公開され て い る。 https:l/assets.publish­

ing.service.gov.uk/government/uploads/system/uploads/attachment_data/ 

日le/937529/COVID-1 9_Winter_Flan，pdf (Last Accessed 10 ]an . 2021 ) .  

(龍法 '21) 53-4， 189 ( 126 1) 
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して遠隔審理が行われた一方で、 刑事裁判では陪審裁判等が、 -11寺中断さ

れた160

この最初 のロッグダウン 後、 検察庁(Crown Prosecution Service 

CPS)が処理する係属中の刑事事件の件数が3月の10万件から3ヶ月で大

幅に増加し17万件を上回った こと、 また リモート審理等も行われたものの、

終局裁判に至る何二数が減少し、 仁|コ断していた審理が蓄積して裁判所を含め

た利害関係者等の負担となる「パックログ(backlog)Jが生じている問題

が報じられた。 また、 C PSのレベッカ ・ ローレンス(Re becca Law­

rence)最高行政官が、 コロナ ・ パンデミックがCPSの起訴件数に重大な

影響をもたらした ことに疑いはないと述べた ことも報じた170

一方で、 保健省(Department of Health & Social Care)が2020年3月

26日に発表した内容によれば、 2020年3月3 EIに政府が打ち 出したコロナ

ウイルス行動計画を受け、 匡|民保険サービス(National Health Service:N­

HS)のスタッフの負担軽減に加え、 COVID-19の感染拡大への措置として、

1 6  2020年 3 )1231::1から尖施され た ロ ッ ク ダウ ン の内容として は 、 次のよう に ï'l

相 に より会見された 。 「へ アサ ロ ン やネイルサ ロ ン を含む必需品以外の商品を販

売して い る応や、 食品市場を|徐くす べ て のrll場を強制的 に 閉鎖し ま す 。 ま た 、

図書館、 屋外ジムや遊び場、 及び教会等の礼拝所も閉鎖され ま す 。 ホテル、 B

& B 、 キャ ン プ場、 キャラ パ ン パー ク も、 永住者や主要な労働者以外は 閉鎖さ

れ ま す 。 2 人以上の人が集 ま る公共の場 は 、 同居して い る場合を除き、 すべて

祭止され ま す 。 また 、 結婚式や洗礼式なと矛の社交行事も禁止され ま すが、 葬儀

は 許可され ま す J May 1. 2020. Guardian (UK). "Labour: livestreall1 court cas-

巴s during and after Covid-1 9  crisis"， 2020 WLNR 1 2365724 

17 October 23 . 2020. Independent (UK). "Crill1inal case backlog rises by one­

third to 1 70.000 during coronavirus lockdown". https://www.independent 

co. uk/ n ews/ u k/ cri 111 e/ coron a v i rus-co u rt -bac k 10 g -c ps-p rosec u t io引I日1冶s一 l ockι一

dowr日ル1ト-d巴elays-viにCtlll1S争判-寸JU凶I応stic巴 b1228097 .htll1ln (仏Las坑t Acc巴ssed 1 Ja加n. 202 1 )  なお、

2却01円9:年E年ド9 月 に CPSのi披l氏占灯FFr目':i'1

いて は 、 i財材1務主省と内1務主省等を経て 、 ロ ン ド ン 竺税庁で は 被害者支援 に つ い て も

関与し た 経験もあ る等、 CPSのサ イ ト に 詳しい記載が あ る。 https://www .cps

gov.uk/about-cps (Last Accessed 1 ]an. 202 1 )  

(ßU法 2 1) 53-4. 190 ( 1262) 



新型コロナウイルス感量産ICOI'ID.19)によるパンデミ，7下町刑事司法制度と犯罪被害者支援 イギリスで最初のロックダウ/般に生じた影響を手がかり1:

訴訟業務を継続し裁判の延期を回避する ことで司法行政の遅延に対処し、

犯罪被害者、 造族、 証人、 及び、被告人への影響を軽減させるため、 刑事法

廷においても特定の状況下でビデオおよびオーデイオ リンクの利用可能性

の拡大が検討される こととなった180

これらのビデオ及びオーデイオ リンクの内容を合む法案は2020年3月25

日に成立し、 2020年コロナウイルス法(Coronavirus Act 2020)として立

法化されるに至った。 そして、 刑事手続でのライブ リンクを活用した制度

の適用については、 同法53条以下に規定された190

その後、 裁判所行政を所管する裁判所審判所庁(Her Majesty's Courts 

and Tribunals Service : HMCTS)は、 イングランド ・ ウエールズの刑事

裁判所に関する対応についで情報を2020年9月 7 1三|に報告書『イングラン

ド ・ ウエールズにおける刑事裁判所のためのHMCTSの対応に関する最新

情報.1 (H M Court & Trib unals Service， C OVID-19: Update on the 

H M CTS response for criminal courts in E ngland & Wales. (Sep 

2020) .)を公表した200

それによれば、 政府はビデオ及びオーディオ リンク方式の活用のみなら

ず、 既存の施設や不動産を「ナイチンゲール裁判所(Nig htingale

1 8  https:l/www.gov.uk/government/publica tions/ coronavirus-bill-w hat-i t-will­

do/what-the-coronavirus-bill-will-do#contents-of-the-bill (Last Accessed 1 J an 

202 1 )  . 

19  h ttps:l /services.parliamen t.uk/BillsI20 1 9-2l/ coronavirus.h tml (Last Ac­

C巴ssed 1 J an. 202 1 )  ま た 、 https:l八入rww.1egislation.gov.uk/ukpga/202017/ 

part/l/ crossh巴adi n g/ cou rts-a n d -tri b u nals-use-of-v id eo-a n d-a u d io-tech nology / 

enacted) (Last Accessed 1 ]an. 202 1 ) なお、 コ ロ ナウ イ ル ス法 に 関連するラ

イ ブリ ン ク のガ イ タ ン スをCPSが次のURL に 掲載して い る。 https:l/www.cps

gov.uk/legal-guida nce/ coronavirus-act-2020-live-lin k-matrix (Last Accessed 1 

]an. 202 1 )  

2 0  https:l /assets.publishing.service.gov.uk/government/uploads/system/up 

loads/ a ttachmen t_da ta/file/91 5493/HMCTS40 1 _recovery _overview _for 

crime_ WEB.pdf (Last Accessed 1 ] an. 202 1 )  

(百包法 2 1) 53-4. 19 1 ( 1263) 
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Courts) Jと称する臨時裁判所として使用し、 刑事事件の審理に活用して、

パックログ問題に対応した。 このナイチンゲール裁判所の設置は、 2020年

7 月19日に首相により10カ 所の設置が発表され、 まず同年8月には全て運

用された。 こうした背景として、 前述したようにイギ リスでは、 2020年3

月のロックダウンにより、ほほ半数の裁判所が閉鎖され、 陪審裁判も一時

停止されていた中で 5月に陪審裁判が再開されたものの、 多くの審理に生

じたパックログが課題であった21。

(2) VSによる調査の概要

こうした状況下でVSは、 注目すべき調査報告書『 犯罪とCovid-19・ 被

害者と遺族等は、 パンデミックによりどのような影響を受けたのかj (Ra-

chel Almeida， Crime and Covid-19: How victims and survivors have been 

impacted by the pandemic. Victim Support (2020).)を2020年11月 に公

表している220 これは、 イ ギ リスでの最初のロックダウンから8ヶ月間に

わたって行われた調査である。 以下では、 当該報告書について外観しなが

ら謀題を整理して言及する。 とりわけ、 以下の視点から調査が行われた230

視点 1 封鎖措置や制限は、 犯罪のレベル、 さまざま な犯罪の種類にどの

ような影響を与えるのか。

視点2 法定サービスや被害者サービスは、 どのような変化をもたらした

のか。

2 1  Id. at 8. https:/八入rww.gov.uk/governmen t/日ews/lO日ighti n ga le-courts-u n­

veiled (Last Accessed 1 ]an. 202 1 )  

2 2  Victim Support. Suþra note 14. なお、 この執筆者は、 VSのAssitant Director 

を 務めて い る。 当該資料 は 以下のURL に お い て も公開され て い る。 https://

www .victimsupport.org.uk/sites/default/files/2020_Crime_and_Covid19_Im­

pact_report.pdf (Last accessed 3 ] an. 202 1 )  

2 3  Id. at 4 
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視点3. 結果として、 サービスへの需要が長期的にどのような影響を及ぼ

すか。

視点4. 被害者サービスや法定サービスにどのような変化があり、 なぜ継

続すべきなのか。

また、 当該調査の知見は、 以下の2種類の情報源が活用された。

情報源①

現場のvsスタッフ295名(うちl3名はボランティア)を対象に行った調

査である。 当該調査期間は、 2020年8月11日から9月14日である。

情報源②

vsの管理データを分析したものであり、 このデータに含まれる全ての

事案が、 このデータは11月11日に抽出され、 2020年3月23日から11月1日

までの期間をカバーしている調査である。 なおロックダウン前の傾向との

比較を容易にするために、 2020年1月と2月のデータの平均値を基にベー

スラインが計算されている。

(3)犯罪の影響(impact)について

まずは犯罪類型に注目した分析に触れる。 vsのサービスの利用者数は、

最初のロックダウンが実施されて以降に変化した。 とりわけ、 その変化が

現れ始めたのは、 ロックダウンによる規制が緩和され始めてから増加する

傾向を辿った( [表1]参照)。 この傾向は、 5月以降から一層顕著となり、

重大犯罪の被害者、 執拘に狙われた(persistently targeted)被害者\ 脆

弱な(vulnerabilities) 被害者、 及び怯えた(intimidated) 被害者の利用

者群にも増加傾向が見られた。 また、 後述するように窃議や強焼事件の相

談は減少した一方で、 暴力や性暴力、 及び詐欺事件の相談が増えた240
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表 1 : íロックダウンと緩和の段階別のvsへの週平均問い合わせ相談件数」

!自) 1111 

2020'\' 1)161\-

同年3JJ 1 \\ 

2020年3))2311 -

JjiJ1f5JJ31rl 

2020 "1' 6 ) 1 1 11 -

liil年7 )) 5 11 

イン グラン ド ウエールズでの ロックダウン方策
週IHI'I'均相談件数
(nearesr \ 00 ) 

なし 15.300 

3片23\\、 UKにおいてロックダウンが実施された。 -8一同の

みの外出。 運動や食料品のHい物のみ可能。 必妥のない!古舗の

閉ま員。

レジャー施設 が 閉鎖された。 裁判l は"1'断。

5 JJ 8日、 ウエールズでは\ 1\ 21111以上の出外 での巡動が許可

された。
12.7∞ 

5月\311 、 イングラν ドでは在宅勤務が不可能な人たちがrl �と
から職場に復帰することが できました。 また、 主任条件の運動 が

許可された。 2メートJレの距離を空けて1名に会うことが可能

となった。

5)1 \8日、 イン グラン ド ウエールズでは一部のJ!li:判所で防車

鋭、1'11がj1fIJHされた。

6 fl 1 LI、 イン グラン ドにおいて部分的に学校再開(入学:iIH�lì

学.ip.“receptlOnとl年生及び6年生)。 ウエー ルズでは、 ソー

シャyレ ・ ディ スタン スを保てば、 屋外 で二世帯 が 会うことが可

能となった。

6月\311 、 イン グラン ドにおいて、 人々は「ソーシャル ・ パ プ

ルJ (“social bubblo')を村つこと が 許可された。

6)i \5日、 U治生前に小豆、�なJ.!i (non-essential shops)のl'f 1 5.400 

開。 イン グラン ドで部分的に学校再開(10年生及び\2'PI'.)。

6 H22日、 小先J市がr'fl併lし、 ア ウトドア スポーツとウェデイン

グ とンピ ル パートナーンツプ の制限がウエー ルズで緩和され

た。

6 )1291\、 ウエールズの子:校 は すべての4徒を対象に1'1聞きれ

ま す が 、 一段に学校に通え るのは3分の1 f'U立とされた。

24 表 1 は、 以下の資料を元 に 作成した 。 なお、 この!日l 、 ロ ーカ ル ・ ロッ ク ダウ

ン が、 レスター、 ブラ ッ ク パー ン 、 ダーウイ ン 、 ロ ー チ デー ル 、 パーミ ン ガム、

及びグレーターマ ン チ ェスタ一等で も行われた 。 ウエー ルズは2020年1 0)J に 2

週間 、 イ ン グラ ン ドでは 1 1 月 初 旬 に 4週間jの全国的な 2 度1:1の ロ ッ ク ダウ ン が

実施された 。 See. fd. at 6-7. Table 1 
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イングランドでは7 )J 41'1、 ウエールズでは7月1311に、 パ

ブ、 レスト ランo レジャー 施設や札打f!liがオープン 。

また、 2つのの 11I:';iiが集まること が訂された。

7 )J 2011、 ウエールズでは遊び場や脳外ジムがTlj:rm

7 JJ251J、 イングランドで ジム、 プール、 スポーツ施設の 昨日目。

7 )J 27日に美術館、 ス パ、 美谷院の 再開I(ウエールズ)

8)J 1日、 イングランドで 、 脆弱な人々の 保護が一時停止。
2020年7月611-

17.100 
|司イlõ 8 )J 3011 8)J 3 11、 パプ、 レスト ラン、 美容院がr'}1則。( イングランド )

8)J 1011は、 プールやジムなどの レジャー がオープン(ウェー

ルズ )。

8)J 1 5日、 イングランドでは他の 娯楽胞設が内I�Jされ た。 ま

た、 30人までの 結焔式が認められた。

8)J ]611、 ウエールズではシールドが終了。

8 )J 2211には、 4 11I:;:i:'ーがjli:�nバブル(an exlended bubble) を

形成すること ができ、 脳内で 会うこと も可能になった

9)J1HI、 6人以七の1里親会が制限された。

2020年 8)J 311-1- 9 )J 24 1'1、 パプや レスト ラン、 パーが'1後] 01時 以降はI�JJ.I;。
17.100 

I，;J"IÖ]1刀111
10)J2311からll)J 9 11まで 、 ウエールズにおいて21立11の ロァ

クダウン。

vsへの相談件数地加( [表11参照) の原因については、 その解明につ

ながる有援な手がかりとして、 vsの当該調査において、 以下のような犯

罪類型に注目したデータが重要になると考える。 それによるとロックダウ

ン中に、 被害者が統|検した犯罪の種類には次のような変化が見られた。 こ

れについては、 調査対象となったスタッフやボランテイアの89%が「変化

に気づいた」と回答し、 そのうち36%が「変化が大きい」と回答している。

具体的には、 暴力犯罪の相談件数が増加し、 その他の犯罪の種類では、 6

月以降の性暴力、 5月以降のその他の犯罪、 詐欺などの相談件数の増加が

顕著に見られた。 一方で、 窃焼、 強1紅、 放火等のキgl談は減少した250

25 See， fd. at 8， Graph 2 
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また、 スタック及びボランテイアの回答によれば、 ロックダウンに伴う

影響により被害者や遺族らは、 経験した犯罪のネガティブなインパクトや

深刻さが増したと報告された。 具体的には、 調査参加者の大多数(71%) 

が、 ロックダウン期間中に被害者が抱いているマイナスの影響や深刻さを

感じたと回答した。 このように犯罪に伴う被害の重大度が増した理由とし

ては、 不安や精神衛生上の問題の増加、 孤立感や一人でいる時間の増加、

レスパイトや有意義な社会的支援の欠如、 自制心や自立心の低下、 経済的

なプレッシャ一、 ポジティフーな活動への気晴らしゃ制限の欠如lなどが挙げ

られた260

また、 ロックダウンによりVSへの「家庭内暴力(Domestic abuse) Jの

相談件数が増加した点も特徴的である。 とりわけ、 その増加率が最も大き

かったのは、 「傷害を伴わない暴力 p であった( 5月中旬から11月までの

聞に平均を25%上回る傾向)。 この種の犯罪の相談件数が増加した原因と

して、 支援スタッフによれば、 加害者が外出禁止状態を口実として被害者

が外出する ことをコントロールする方法に利用したり、 虐待の加害者とさ

れる人物が家にいる可能性が高くなった ことが指摘された28。 他方で、

「性暴力(Sexual violence) Jの相談は、 ロックダウン直後は減少傾向で

あったものの、 5月以降になると増加が顕著となった290

また、 「反社会的行動及びハラスメント(Anti-social behaviour and ha­

rassment) Jについては、 多くの人が外出を控えた ことにより、 相談件数

が増加した。 この種の犯罪についても同様に、 ロックダウン直後には相談

件数は減少したが、 5月以降は増加した。 具体的には、 ネット上での嫌が

らせや、 隣人からの嫌がらせ等であった。 そして、 それらの被害者の中に

26 See， Jd. at 9. Graph 3 

27 ['傷害を伴わない暴力」の定義については、 See. Jd. at 8. n3. 

28 !d. at 1 0-12  

29 Jd. at 12- 1 3 .  
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は、 自殺願望を抱いた者や、 自殺未遂を行った者がいた ことも報告されて

いる30。

また、 へイト ・ クライム(Hate crime) の相談件数についても、 ロッ

クダウンが緩和された 5月以降になると、 相談件数がロックダウン前を大

幅に上回った。 最も増加したのは、 人種・ 国籍関連のヘイト ・ クライムで

あり、 3分のlほど増加した310 I殺人」については、 例年と比べても相

談件数に変化は なかったものの、 スタッフらにより、 遺族らが直面した追

加的な課題が報告された。 それは、 感染対策のため通常の葬儀が行えない

悲しみに加え、 対而によるカウンセリングやセラピーがなくなった遺族ら

の苦労である。 こうしたサービスの制限や削減は、 遺族らの精神的な負担

を強める ことと なった。 裁判の公判が停止した ことも遺族らのストレスと

なった320 さらに、 「詐欺」の相談件数は、 3月23日から11月1日までの

間に43%も増加した。 増加した内の56%は、 オンラインショッピング詐欺

の被害者によって占められている。 3月以降に増加したその他の詐欺のカ

テゴリーとしては、 ソーシャルメディアや電子メールによるハッキング、

小切手、 プラスチックカード、 オンライン銀行口座、 出会い系詐欺等が挙

げられた。 VSへの相談では、 経済的困難を抱えオンラインに危険を感じ

て、 孤独になった詐欺の被害者の相談が増えた330

さらに、 本報告書においてスタッフやボランテイアのアンケートでは、

以下のように「特定の被害者グループ(particular groups of victims) J 

の情報に注目した分析も行われており、 注目に値する。 それによれば、

ロックダウン中に犯罪の被害を受けた体験は、 特定の被害者グループに応

じて深刻な影響が生じる ことが判明した。 つまり、 メンタルヘルスに問題

30 なお、 5月以降の相談件数は一貫してたi止まりしている。 See， Jd. at 1 3- 14  

Table 5. 

31 See， Jd at 1 4-15.  Table 6 

32 Jd. at 1 5. 

33 See， Jd. at 15-16 .  Table 7 
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論 説

を抱えた脆弱な被害者には、 ロックダウンがもたらす悪影響が大きいとい

うものである。 その他にも影響が大きいとされる被害者グループとしては、

孤立している被害者(参加者の55%が報告)、 経済的に不安定な被害者

(41 %)、 持病や障害のある人(40%)、 高齢者(37%) 等が挙げられた340

他にも、 マイノリティの問題が指摘された。 調査に参加したスタッフの

4分の1は、 「黒人、 アジア人、 少数民族の被害者は、 ロックダウン中に

他の人よりも犯罪の影響を受けている」 ことを強調した。 すなわち、 人種、

宗教、 ナショナリズムに関連したヘイト ・ クライムについては相談件数が

増加したと報告された。 家庭内暴力を受けた一部のBAME(Black Asian 

and Minority Ethnic) の被害者 ・ 遺族らからは、 ロックダウンの外出規

制により、 自宅以外の安全な空間がない ことを訴えた問題が指摘されてい

る。 また、 性的少数者(LGBT +) である被害者については、 コミュニ

ティとのつ ながりが希薄に なり、 ロックタウン中にセクシユアリティや

ジェンダーに関して家族と意見が衝突した ことで、 ネガテイブな感情を抱

く影響を受けたと報告された。 そして、 こうしたLGBT+の被害者は、 そ

の経験が自らのセクシュアリテイやジェンダーに関連した犯罪に対処する

能力を下げたと指摘されているお。

以上の ことから、 ロックダウンの影響は、 犯罪の類型 ・ 種類及び被害者

等の特性 ・ タイプに応じて、 その影響の有無又は影響の生じる時期に違い

があると言える。 この ことは、 パンデミック時に犯罪の種類と被害者の特

性に応じて、 きめ細かい被害者支援策が必要である ことを示している。

(4)刑事司法手続等の運用面に生じた変化と被害者支援への影響

パァクログ問題については、 13(l) Jで前述したように、 これらの

ロックダウンに伴う刑事司法制度への影響が波及する形で被害者支援にも

34 Jd.at 1 6  

3 5  Jd.at 16-17 
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影響を与えた ことを以下で論じる。 vsのスタッフとボランテイアの66%

が、 ロックダウ ンが刑事百j法制度への被害者の関与に更なる妨げとなった

と考えている ことが判明した。 これによれば、 それらのスタッフやホ、ラン

テイアの半数は、 被害者への「警察」と「裁判所」の対応に問題があった

と報告した。 具体的には、 警察からの連絡が遅かった こと、 捜査が縮小し

ているという印象を受けた こと、 及び警察から刑事手続ではなく民事手続

を促された こと等が挙げられた。 また、 手続等について明確な情報提供が

不足していた ことへの不満もあった360

他方で、 ロックダウ ン後の裁判所の対応については、 前述したパックロ

グ問題により訴訟遅延等が懸念されていたが、 被害者支援との関係で次の

ような報告もあった。 それによれば、 公判期日の取り消しゃ遅延により、

多くの被害者や遺族らが影響を受けたとされる。 すなわち、 調査に回答し

たスタッフとボランティアの89%が、 訴訟の延期等により被害者や遺族ら

の精神的健康に害悪が生じたと指摘した。 なお、 これを裏付けるように、

サービス利用者の中には自殺未遂を試みた者もいたと報告されている。 ま

た、 感染予防のため裁判所の対応が疎かになり、 被害者保護のための遮蔽

措置が講じられなかった事案もあった。 こうした状況について、 回答した

スタッフやボランテイアの77%は、 刑事司法制度に対する被害者と遺族等

の信頼を揺るがし、 それが支援活動の支障となる ことを懸念している370

こうした遅延への対策のーっとして、 次のような点も指摘された。 例え

ばビデオリンク等のように、 刑事事件の遠隔審理(remote hearings) の

増加は、 被害者や遺族にはプラスの効果があるかもしれない。 一部の被害

者 ・ 遺族らにとっては、 外出時に加害者に出くわす恐怖や、 法廷への長距

離を移動の負担を軽減する ことが可能となる。 そのため、 遠隔審理は一部

の被害者や目撃者が証拠を提出する可能性を高めると指摘された。 他にも

36 See. fd. at 20. Graph 5 

37 Jd. at 2 1 -22 
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論 説

英語を母国語としない被害者 ・ 遺族らへの裁判所からの連絡が滞っていた

ことも指摘されたお。

以上の ことを踏まえ、 回答したスタッフ及びボランテイアは、 ロックダ

ウン中の被害者支援の観点から刑事司法制度への改善要望として、 次の点

を強調しており、 支援現場での支障が見てとれるお。

[ロックダウン中に刑事司法制度に生じた弊害に対する改善の主な要望]

〆コミュニケーションの改善ー被害者が手続の進行状況を把握できるよ

うにするため、 問い合わせの連絡先を提供すること。 被害者には、 裁

判の日付の変更を含め、 事件の進展について事前に通知すること。

〆ロックダウン中に犯罪を経験して、 不安やプレッシャーを感じる被害

者らに、 理解を示し配慮すること。

〆加害者が被害者と遺族等から遠ざかるようにすること。

〆裁判所が事件のバックログへの対応能力の向上させること。

〆ロックダウン中の被害者サービスの作業体制と連絡方法を明確にする

こと。

〆公判での通訳の確保、 及び遠隔審理の運用の見直すこと。

(5) VSによるリモート支援策の課題

パンデミックはVSのサービス提供方法に大きな影響を与えたが、 パン

デミックの間もVSの全てのサービスは継続していた。 被害者サポートの

無料での24時間365日対応のサ ポートライン、 ウェブチャットサービス

“Livechat"、 及びセルフアクセス型のオンライン ・ プラットフォームの

iMy Support SpaceJというサービスも設けていた。 こうした支援が用意

されていたものの、 2020年3月23日のロックダウン後の数週間で、 VSの

38 Jd. at 22 

39 Jd. at 23. 

(自立法 21) 53-4. 200 ( 1272) 
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サービスにアクセスする被害者の数は大幅に減少した。 こ れについて、 調

査に 回答したスタッフの過半数(66%) は、 完全なロックダウンは、 被害

者や遺族がVS等の支援サービスに助けを求める「障壁(barriers) J をも

たらしたと指摘した400

さらに最 初のロックダウン直後はVSへの相談電話数が一時的に減少し

たカf、 VS のサポートラインとライブチャットは、 7 月 をピークとして、

その需要が増 加した。 こ れらのサービスは、 犯罪や居住 地に関係なく、 被

害者や生存 者が24 時 間365 日 アクセスする こ とができ、 匿 名 で利用 する こ

とができる。 ライブチャットは、 主に18 -34 歳の女性と被害者 ・ 遺族らが

利用するものである410 VSでは、 被害者や被害者に継続的な支援を提供す

るために、 様 々 な接触方法を提供している。 具体的には、 電話、 手紙、 テ

キスト、 ピアサポートグループ、 ビデオ通 話、 対面でのアポイン ト メント、

"Livechat"、 電子メール、 “My Support Space"が用 意されている。 従って、

対面でのアポイント メ ントとピア ・ サポート ・ グループ以外のほと んどの

連絡方法は、 ロ ックダウンの影響を受けなかったと報告された420

しかし、 多くのスタッフらは、 利用者との信頼 関 係の構築には期間を要

する謀題がある こ とを指摘する。 それは、 被害者 ・ 遺族らの中には、 会っ

た こ ともない人に電話で個人情報を提供する こ とに抵抗を感じる利用者も

いるため、 電話等による継続的なサポートの提供には、 関係を構築するた

めの時間を要する こ とであった。 さらに、 聴覚障害者、 及び操作方法が分

からない者への対応の必要性も課題として判 明した430

40 Id. at 26 

41 Id， at 28. 

42 Id. at 29. 

43 ld. at 31 
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論 説

( 6 )  VSによる調査成果の意義と政府への要望

最後に 当 該報告書は、 パンデミックの状況が不 明 雑である ことから、 |時

期 尚 早としつつも、 将来に 向けた要望についても言及している。 今 回の調

査についてvs側 は、 被害者支援の潜 在 的 な効果と課題を示す意義があっ

たと強 調している。 回 答したスタッフと ボランティアの大部分が、 被害者

サー ビ スに対する需要は、 今後半年から1年間にわたり平均 以上の水準を

維持すると予 想した 上で、 これらに対応するため政府 に対しても新た な資

金拠出を求めている440

以 上のvsの調 査結果は、 パンデミック下での最初の ロ ックダウンが、

被害者等にとって犯wの影響を悪化させ回 復を妨げる ことと なった ことを

示している。 そして、 当 該報告書では こ う した弊害の要因として、 孤立、

精神衛生 上の問題、 経済的 な不安定さや苦難、 積極的 な活動の減少、 警 察

の捜査への不安、 裁判の遅延、 及び支援サー ビ、スへのアクセスの問題 など、

被害者や遺族等が支援において直 面した「回 復への |障壁」が関係していた

ことを結論付 けている。 さらに、 パンデミックに伴 う 今後の行動制限や

ロ ックダウンのあり方に対 しでも、 支援サービスへの悪影響を懸念して警

鐘を鳴らしている。 その 上でvsの 当該報告書は、 今 後の調査の必要性に

加え、 個 々 の状況やニーズに合 う オ ーダー メ イドのよ う なサポート提供に

向けて、 政府に新た な資 金提供を求めている450

4 : 結 びに変 え て ( 日 本への示唆 )

以上、 イ ギリスのvsが公表した調査報告書を手がかりとして、 コ ロ ナ

によるパンデミック下での刑事司 法 制 度と犯罪被害者支援に関する影響と

謀題について言及してきた。 最後に以下では、 日 本への示唆を採る。

44 !d. at 40-42 

45 Jd. at 43. 
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確かに、 パンデミック下での 日 英の状況を比較検討する ことには限界も

ある。 しかし、 本稿で論じたように、 パンデミック下で急激に生じた社会

生活の制 限が刑事司 法制度の運 用へ弊害を生じさせた ことと、 さらに犯罪

被害者等を取り巻く環境への変化が、 被害者支援への新たな課題を生じた

ことを検証する意義は大きい。 日 本でも2021年1月に急激な感染拡大によ

り医療体制が逼 迫し始めた ことから、 再び政府による緊急事態 宣言が東京

を'1:1 心とした複数の都府 県に対し発 出 され、 外出の 自 粛や|時短営業の要請

が依然として繰り返される状況が続いている。 その一方で、 ょ うやく厚生

労 働 省により特 例承認されたCOVID-19 に 対 する ワ クチンが、 同 年2 月 に

まずは医療従事者から先 行 して接種される こととなり、 明るい兆しも見え

始めた46。 その一 方 で、、 同 月 に新型コロナウイルスの感染拡大への対応と

して、 感染症i去を始めとする複数の改正法が成立し、 罰 則 規定も設けられ

た470 しかし、 |三| 下の課題は、 罰 則 規定の創設よりも、 まず優 先すべき諸

謀題の解決があったように思われる。 その一つは、 パンデミック下の犯罪

被害者等への影響を考慮した政策の検討である。

以 仁のように本稿では、 刑事司法制 度と被害者・支援にロックダウンがも

たらす弊害と諜題が存 在する ことを示した。 今 後 パンデミック収 束 後で

あっても、 将来に同様の事態が起きる場合に備えて、 きめ細かい対 策を講

じる こ とカサ「心である。

46 緊急事態 宣 言 に つ い て は 、 朝 日 新 聞 202 1 年 2 月 2 日 「緊急事態 3 月 7 日 ま で

延長 1 0都 道 府 県 対 象 栃 木 は 解 除J � VJfIJ 1 而。 ま た 、 ワ ク チ ン 接 椅 に つ い て

は 、 朝 U 新 聞 202 1 51 '. 2 月 1 6 [1 1 ワ ク チ ン 接税 あ す 1m 始 岡 |人l 初 承認、 ま ず 医療

従事者J i:VJ FIJ 1 而 。 最 高 裁 判 所 『 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 対 応 業 務 継 続 言| 薗i J

(2016年 6 月 1 FI ) 。

47 朝 日 新 lii'J 202 1 年 2 Jl 4 E I  1 1時 短 ・ 入 院拒 有 に 過 料 1 3 円 施 行 コ ロ ナ 改 正 法 成

立」朝 |二IJ 1 而等。
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